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★骨組騒虚 (こつそしょうにンょう)と は、骨
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骨半円_承サたで 一番問題なのは、結果として骨折

をおこけという事ですぃまた、腰背部痛の原因に

t)なりま
ヤ
十。

骨粗1懸)たの場合、事故などの骨折と違い骨折

しやすくなる簡所が明らかで、構骨(宵骨)、太

腿骨頚部、経骨の 3借i所が代表的です。

こ7)お 簡所の骨折については骨塩量の少ない

人は骨折をおこし、骨塩量の多い人はおご.しに

くいとさ'1クています。
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日本人にとつて一番おこ

たr沖ツ滑
,1)予‐で、 ブ村

″〕子というよ

t k うな状態となります。

1株日↓「1大腿′村
′の付け根に位置する大腿骨頚

出;1/p骨1)干です。 この骨折によリベ ッ ド上の安静

を余儀なくされ、寝たきりになる方 tDいます。
上i朴 11は千古の構′胃

'骨り千で、転例 して手をつ

いただけですぐに骨折をおこします.

この様にならないよう若い時から予防と対策

に心がける事が老、要です。
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